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 １１月２２・２３日、ペルー・リマにおいて、ＡＰＥＣ第１６回首脳

会議が開催されたところ、その結果概要は以下のとおり。 

 

１．出席者 

 ＡＰＥＣ加盟２１エコノミーの首脳が出席。我が国からは麻生総理大

臣が出席し、当省からは原口国際部参事官が対応。 

 

２．首脳会議の概要（当省関連）

 首脳会議での議論を踏まえ、「世界経済に関する特別首脳声明」（金融

危機とＷＴＯ・ドーハラウンドを対象）とその他事項に関する「首脳宣

言」を発出。 

 

（１） ＷＴＯ・ドーハラウンド 

○ 今後１２ヶ月間、貿易・投資への新たな障壁を設けず、新たな輸

出制限を課さず、ＷＴＯと整合的でない輸出刺激策をとらない（Ｇ

２０金融サミット宣言を支持し、再確認）。 

○ ドーハラウンド交渉の野心的かつバランスのとれた妥結を追求。 

○ これまでの進展を踏まえ、モダリティに関する合意を来月に達成

することにコミット。このために、閣僚に対して１２月の会合を指

示。 

 

（２） 地域経済統合 

○ 長期的課題であるＦＴＡＡＰ（アジア・太平洋の自由貿易圏構想）

の展望と選択肢に関する検討の進展を評価し、検討作業を継続。 

 

（３） 食料安全保障 

○ 食料安全保障上の課題に対処するために、ＡＰＥＣが取り組むべ

き課題を明確化した今後の作業計画を策定。 

○ 食料生産の増加、非食料由来の次世代バイオ燃料の開発等のため

の技術協力と能力開発を強化。 
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３．二国間首脳会談の概要（当省関連）

 

（１） ペルー 

○ 麻生総理から、ペルーが強く希望しているＥＰＡ締結交渉の開始

に向けて前向きに検討したい旨発言。 

○ ガルシア大統領は、来年２月に日本で開催されるペルー展の際に

訪日し、その機会に交渉を開始したい旨発言。 

（注）ペルーからの輸入額に占める農林水産品の割合は１１％（２００７年）

であり、そのうち７４％は無税の魚粉となっている。 

 

（２） 米国 

○ 世界経済について、保護主義の防止とＷＴＯドーハラウンド交渉

の１２月妥結に向け努力することで意見が一致。 

 

（３） ベトナム 

○ 日越ＥＰＡについて、チェット国家主席より、本年９月に大筋合

意に至ったことは喜ばしく、なるべく早い署名を希望する旨発言。 
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